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第2四半期の実質GDP、戦後最大の年率27.8%減

2020年第2四半期の実質GDPは年換算率 -27.8%（1次速報、以下同様）となり、リーマンショックの -17.9%を超え、戦後最大の落ち込みを記録した。緊急事態宣言が4

月から5月にかけて発令され、臨時休業の店舗が多い中、個人消費は28.9％減少し、3四半期連続の縮小になりました。また、世界中の経済も打撃を受け、訪日外客も3ヶ

月連続前年同月比99.9%減のこともあり、日本の輸出は年換算率 -56.0%と急減した。多くの経済活動が6月に再開しましたが、第2波の収束が見えない中、第3四半期の

経済が懸念される。

投資不動産取引量は前年同期比11.0%減少も、大型ポートフォリオ取引が下支え

2020年第2四半期の不動産総取引量（5億未満の取引を除く、速報値）は、13,246億円となった。経済停滞が続く中、外資系投資家による複数の大型レジデンシャル・

ポートフォリオが取引された。海外資金の量は2020年上半期の時点で、既に2018年全体の水準を超えたことから、海外資金による日本市場への投資意欲の強さが確認され

た。これら大型取引によりレジデンシャルの投資額は前年同期比190.0%上昇を記録し、全体の31.9%を締めた。住宅や物流等ローリスクアセットは今後も好調が続くとみられ

る。一方、オフィス、リテール物件及びホテルの取引量も大幅に下落し、前年同期比 -42.2%、58.7%及び -57.2%になった。購入者別でみると、前年同期比でJ-REITが

-46.7%、非上場投資家が -74.7%、上場不動産会社が -34.8%と急減した一方で、機関投資家が157.4%増となり、全体取引額の47.6%を占めた。

プライムオフィスの資産価格が微減、日銀短観の業況判断指数はリーマン以来の低水準

統計上、オフィス市場に大きな変化は未だ見られていないものの、2020年第2四半期のC&Wプライムオフィス資産価格指数（都心5区）は前期比-0.9%とわずかな下落を記

録。テレワークに伴う中小型オフィス需要の後退は確実で、空室率増加が懸念されており、オフィス資産の利益確定売りも予想される。さらに同4半期日銀短観の業況判断指

数は全企業で製造業が -31、非製造業が -36とリーマン以来、11年ぶりの低水準まで下落した。不動産へ融資環境は厳しい状況とはなっていないものの金融機関はセクターと

資産選別の色を強めている。不動産向け貸出態度は前四半期より落ちたため全企業の指数が12となり、2014年以来の水準である。
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投 資 家 （ 購 入 者 ） の 内 訳

四 半 期 別 の 投 資 不 動 産 取 引 量
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取 引 セ ク タ ー の 内 訳

出典：クッシュマンアンドウェイクフィールド

13,246億円
投資不動産取引量（第2四半期）

1,081万円 (坪単価)
プライムオフィス資産価格

3.1%
プライムオフィスキャップレート

日本経済指標

Q2 2020

年間

変動

年間
変動

0.0%
コア消費者物価指数

-27.8%
実質GDP成長率

2.8%
失業率

出典：内閣府、総務省；実質GDP季節調整済前期比の年率値、
コア消費者物価指数の季節調整済前年同期比

今後12ヵ月
の予測
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物件名 サブ・マーケット
取引価格

(含 予想値)
利回り 規模 セクター

(1) ユニゾ八重洲ビル,
(2)ユニゾ八重洲二丁目ビル

八重洲
約 1,000億円 強

(2棟合計)
-

延床面積 (1) 36,663 m2,

(2) 3,354 m2
オフィス

プロロジスパーク (1) 川崎, (2) 北九州, 
(3) 寝屋川, (4) 久喜

(1) 川崎, (2) 福岡, 
(3) 大阪, (4) 埼玉

約 980 億円
(合計)

-
延床面積 (1) 49,900 m2, (2) 17,300 m2, 

(3) 63,600 m2, (4) 65,400 m2
物流

麹町大通りビル 麹町 約 350 億円 - 延床面積 24,147 m2 オフィス

川崎重工業の社宅・寮等20物件 全国 約 240 億円 - - 住宅

ロイヤルパークスERささしま 名古屋 約 200 億円 - 延床面積 48,200 m2 住宅

新橋M-SQUARE Bright 新橋 約 163 億円 鑑定NOI 3.7% 延床面積 7,328 m2 オフィス

GLP八千代II 千葉 約 142 億円 - 延床面積 54,406 m2 物流

主要取引

出典：日経不動産マーケット情報
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